
北浜投資塾 特別対面セミナー 
～実際に活用できる投資戦略を体得！オプション取引の魅力と可能性～ 

 

【今日の内容】  

   ①プットオプションの面白さ・すさまじさ。 
   ②日経平均とインプライドボラティリティの関係。 
   ③インプライドボラティリティを投資戦略に生かすヒント 
 

＜CONTENTS＞ 
  1 オプションをどのように使われるのか 
  2 プットオプションとは 
  3 プットオプション買いが機能した場面 ＜北浜投資塾第１回～ 2015年12月30日の例＞ 
  4 プットオプション買いが機能した場面＜最近の事例～2018年2月５～６日の暴落時＞ 
  5 オプションの価格決定要素 
  6 オプションの価格変化要素 
  7 インプライドボラティリティ 
  8 オプション買い戦略 
  9 比較（うまくいかなかった事例） 
10 戦略検討と注意点 
11 Ｑ＆Ａコーナー 



3-1 プットオプション買いが機能した場面 
   ＜北浜投資塾第１回 2015年12月30日～の例＞ 
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12月30日 
01月限P18750購入 ＠95 

1月8日 
SQ＝17,420円 

データ出所：QUICK 

日経225mini 19,035円 ⇒ SQ17,420円    P18750 95円 ⇒ 1,330円  
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4-1 プットオプションが機能した場面 
 ＜最近の事例～2018年2月５～６日の暴落時＞ 

データ出所：Bloomberg 



4-2  プットオプションはどれを選ぶ？ 



4-3   ATMややアウトP23000あたり 



4-4  10円(※)程度で買えるP22125 
  （当時の日経平均から1,200円ほど下） 

※実際の購入額は価格×1000 



4-5  1円(※)で買えるP21000 
   （当時の日経平均から1,330円ほど下） 

※実際の購入額は価格×1000 



5-2 オプションの価格決定要素＜考えてみよう＞ 

原資産（日経平均）20,000円 Ex. P20500 P19500 P19000 
①現時点でP20500 P19500 P19000に本質的価値はあるか？ 
 
②それぞれになぜ値段がつくのか？ 
 
③満期まで残り１日。19,000円を割り込む可能性は？ 価格は？ 
 
④P19500とP19000はどちらが価値を有する？ 
 
⑤以下の場面でのP19000の価値はどちらが高いだろうか？ 
  A：１週間で５０円しか動かない相場、ゆるやか上昇基調の相場 
  B：１日に５００円も急落したような場面 



7-5 日経ＶＩ（日経225オプションの代表IVを指数化したもの） 
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データ出所：Bloomberg 



7-6 日経VIと日経225先物の動き 
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データ出所：Bloomberg 
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8-3 プットオプション買い戦略（例） 
 ＜最近の事例～2018年2月５～６日の暴落時＞ 

①インしたら先物ラージと同じインパクトになる性質を利用 
②びっくりするような下落でIVが急騰する性質を最大限利用 

データ出所：Bloomberg 



8-4  普通に下落を狙うならATM付近 



8-5  10円(※)程度で買えるものを仕込んでみる 

※実際の購入額は価格×1000 



8-6  ボラティリティの急上昇は 
               安いプットを100～200倍にする。 
    



8-7  プット大量買い 
     ボラティリティの急上昇で・・・    
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9-1【比較】同じぐらい暴落したのに・・・ 
    ＜2018年3月15日組成⇒23日暴落の事例＞ 

データ出所：Bloomberg 



9-2 プットオプションはどれを選ぶ？ 
      全般的に値段が高い！ 



9-3 100円(※)で買えるのは2000円も下のP19875 

原資産 21,640 

※実際の購入額は価格×1000 



9-4  10円(※)程度で買えるのはP17500 
      （4,000円以上も下） 

原資産 21,640 

※実際の購入額は価格×1000 



9-5 ２円(※)で買えるのははるか下のP15250 

原資産 21,640 

※実際の購入額は価格×1000 
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9-6 原因＝IVがあまりあがらなかった 
   （すでに高かった・びっくり度合いが小さかった） 

データ出所：Bloomberg 
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9-7 今回の日経VIと日経225先物の比較 

データ出所：Bloomberg 



2018年3月23日にコール買い 
①約2,000円上のC22375＠９ 

【Q&A資料】 



最終的には 
アウトオブザマネーで０円 

【Q&A資料】 



2018年3月23日にコール買い 
②約3,000円上のC23250＠1 

【Q&A資料】 



2018年3月23日にコール買い 
③ATMのC20375 高い！1枚＠520＝52万円 

【Q&A資料】 



最終的には相当上がって 
       インザマネーだったので・・・ 

先物の５０％の影響だったものが最終的には１００％になった（本質的価値の増大） 

【Q&A資料】 



②オプションを売るのは怖い！ 
【Q&A資料】 



セミナー理解度UP特別メルマガ配信中 

•セミナーの詳細レジュメプレゼント 

• IVの影響を何とかする方法を知りたい 

•デビットスプレッドについて知りたい 

 

https://オプショントレード.com/0521put 
上記でページが開かない場合は→（https://xn--kck0a1ce1ezepb4cxe.com/0521put） 

※普及協会オフィシャルメルマガとは別配信です 

https://オプショントレード.com/0521put
https://オプショントレード.com/0521put
https://オプショントレード.com/0521put


5/21 第1回：オプション買い戦略 
6/22 第2回：カバードコール戦略 
7/23 第3回：ストラドル戦略  
8/27 第4回：デルタヘッジ 
未定  第5回：カレンダースプレッド戦略 

オプション取引をメインテーマに連続企画として 
計5回にわたり開催 

北浜投資塾特別対面セミナー 今後のスケジュール 

開催場所：東証ホール 

JPXHPを要チェック 



免責事項： 本資料は、大阪取引所の先物・オプション取引に関する情報提供のみを目的として提供されるもので、先物・オプション取引
の勧誘を目的としたものではありません。先物・オプション取引においては、株式相場、為替相場の変動等によって損失が生じるおそれがあり、
差し入れた証拠金の全部若しくは一部を失う、又は、差し入れた証拠金を超える損失を被ることがあります。また、相場変動等により証拠
金額に不足が生じた場合には、追加の差し入れが必要となります。お取引に際しては、あらかじめお取引先の金融商品取引業者等より交
付される契約締結前交付書面等の書面の内容を十分にお読みいただき、商品の性質、取引の仕組み、リスクの存在、手数料等を十分
に御理解いただいたうえで、御自身の判断と責任で取引を行っていただきますよう、お願い申し上げます。また、本資料に含まれる記述など
の使用に関し、当社は一切責任を負いません。当社は本資料に記載の事項に関し、将来予告なしに変更することがあります。 

【本資料に関する注意事項】 


